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【研究テーマ】 

1. 神経細胞死抑制因子の作用機序に関する研究 
2. エンドクライン FGF による生体の恒常性維持機構に関する研究 
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【学会発表】 

A 国際学会 

(A-a) 招待講演，特別講演，受賞講演 
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(A-b) 一般講演 
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B 国内学会 

(B-a) 招待講演，特別講演，受賞講演 

1.  
 

(B-b) 一般講演 

1. 黒須 洋、植村朋香、藤村一輝、植田弘師：プロサイモシンαミクログリア活性化機
構の解析、第 62回日本薬理学会西南部会（松山） 

2. 植村朋香、藤田亮介、黒須 洋、植田弘師：リゾホスファチジン酸によるミクログリ
ア活性化と ATP 遊離を介する間接的 BDNF 産生機構、第 82回日本生化学会大会（神戸） 

 

【特許】 

1.  

 

【研究費取得状況】 

1. 生体の恒常性維持機構に着目したカドミウム毒性発現の分子機構解明：基盤研究 C 
2. 脳神経回路におけるロバストネス機構発現責任分子プロサイモシンαの受容体の単離
同定：第 27回持田記念研究助成金 
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【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 21 編 （邦文） 0編 

総説  （欧文） 5編 （邦文） 8編 

著書  （欧文） 0編 （邦文） 0編 

紀要  （欧文） 0編 （邦文） 0編 

特許 1件 


